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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 170,912 5.4 7,879 204.4 7,760 262.3 4,493 746.0
2025年３月期中間期 162,133 13.1 2,588 △22.5 2,141 △37.6 531 △54.0

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 3,954百万円( 176.9％) 2025年３月期中間期 1,428百万円(△30.0％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 129.06 ―
2025年３月期中間期 15.26 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 284,961 140,277 49.2
2025年３月期 269,725 137,756 51.1

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 140,228百万円 2025年３月期 137,705百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 41.00 ― 41.00 82.00
2026年３月期 ― 45.00
2026年３月期(予想) ― 45.00 90.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

受注高 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 420,000 7.3 370,000 6.7 15,000 30.9 14,000 31.8 7,800 20.9 224.02

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 34,818,578株 2025年３月期 34,818,578株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 111株 2025年３月期 36株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 34,818,492株 2025年３月期中間期 34,818,542株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている将来に関する記述は、発表日現在で入手可能な情報にもとづいて作成したものであり、

実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用の改善や、名目賃金の増加がみられ、景気は緩やかな回復基

調が続いている一方、物価上昇の継続、米国の通商政策等による景気の下振れリスクが高まっており、依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。

建設市場においては国土強靭化対策等により公共建設投資は底堅く、民間建設投資においても企業の設備投資

意欲が堅調であり、全体として底堅い受注環境を維持しているものの、原材料価格や資機材価格の高止まりや、

労務需給の逼迫等により、注視が必要な状況が継続しています。

また戸建住宅市場においては、政府の住宅支援策は継続され住宅ローンの変動金利も低水準で維持されている

一方、今後の金利上昇や、建設コストの高止まりによる住宅販売価格の高騰、実質賃金の伸び悩みにより、楽観

はできない状況となっております。

当中間連結会計期間の受注高は189,147百万円（前年同期比1.9％減）、売上高は170,912百万円（前年同期比

5.4％増）となりました。利益につきましては、営業利益は7,879百万円（前年同期比204.4％増）、経常利益は

7,760百万円（前年同期比262.3％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は4,493百万円（前年同期比746.0％

増）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。セグメント利益の調

整額は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等△3,111百万円およびその他の調整額43百万円であります。

（建築事業）

受注高は97,548百万円（前年同期比16.4％減）、完成工事高は80,691百万円（前年同期比4.7％増）となり、セ

グメント利益は5,040百万円（前年同期比3,940.3％増）となりました。

（土木事業）

受注高は47,376百万円（前年同期比27.7％増）、完成工事高は48,922百万円（前年同期比0.8％増）となり、セ

グメント利益は3,185百万円（前年同期比54.6％増）となりました。

（不動産事業）

売上高は木造戸建て住宅事業の伸張等により41,298百万円（前年同期比13.2％増）となり、セグメント利益は

2,721百万円（前年同期比11.1％減）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産の部）

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15,236百万円増加し、284,961百万円となりまし

た。

その主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等が5,785百万円、販売用不動産が6,407百万円、不動産事業支

出金が9,715百万円増加した一方、現金預金が6,276百万円、未収入金が358百万円減少したことによるものです。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ12,715百万円増加し、144,684百万円となりました。

その主な要因は、短期借入金が13,000百万円、未成工事受入金が1,376百万円増加した一方、工事未払金が

2,240百万円減少したことによるものです。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ2,521百万円増加し、140,277百万円となりました。

その主な要因は、親会社株主に帰属する中間純利益4,493百万円の計上と配当金の支払1,427百万円により利益

剰余金が3,066百万円増加した一方、為替換算調整勘定が695百万円減少したことによるものです。

以上の結果、純資産の額から非支配株主持分を控除した自己資本の額は140,228百万円となり、自己資本比率

は、前連結会計年度末に比べ1.9ポイント減少し49.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月14日付で公表いたしました数値から変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 35,723 29,446

受取手形・完成工事未収入金等 109,044 114,829

販売用不動産 22,662 29,070

未成工事支出金 1,475 1,989

不動産事業支出金 28,958 38,673

未収入金 2,915 2,557

その他 2,662 2,633

貸倒引当金 △115 △114

流動資産合計 203,327 219,086

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 15,413 14,973

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,156 2,209

船舶（純額） 1,181 1,122

土地 27,757 27,737

リース資産（純額） 195 270

建設仮勘定 113 23

有形固定資産合計 46,816 46,338

無形固定資産

のれん 507 422

その他 927 962

無形固定資産合計 1,434 1,385

投資その他の資産

投資有価証券 7,518 8,072

繰延税金資産 8,061 7,778

その他 2,762 2,489

貸倒引当金 △195 △188

投資その他の資産合計 18,146 18,151

固定資産合計 66,398 65,875

資産合計 269,725 284,961
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 34,801 32,560

短期借入金 15,000 28,000

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 3,635 3,487

未成工事受入金 33,297 34,673

完成工事補償引当金 601 596

賞与引当金 4,706 5,476

その他 9,654 9,139

流動負債合計 111,695 123,935

固定負債

社債 5,000 5,000

繰延税金負債 494 504

再評価に係る繰延税金負債 238 238

船舶特別修繕引当金 64 33

退職給付に係る負債 12,312 12,768

その他 2,163 2,203

固定負債合計 20,273 20,748

負債合計 131,968 144,684

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 797 797

利益剰余金 130,932 133,998

自己株式 △0 △0

株主資本合計 136,729 139,795

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115 300

土地再評価差額金 △1,248 △1,248

為替換算調整勘定 1,864 1,168

退職給付に係る調整累計額 244 212

その他の包括利益累計額合計 975 432

非支配株主持分 51 49

純資産合計 137,756 140,277

負債純資産合計 269,725 284,961
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高

完成工事高 125,639 129,613

不動産事業売上高 36,493 41,298

売上高合計 162,133 170,912

売上原価

完成工事原価 111,784 109,108

不動産事業売上原価 31,248 36,017

売上原価合計 143,033 145,126

売上総利益

完成工事総利益 13,854 20,505

不動産事業総利益 5,245 5,280

売上総利益合計 19,100 25,786

販売費及び一般管理費 16,511 17,906

営業利益 2,588 7,879

営業外収益

受取利息 0 12

受取配当金 48 153

受取賃貸料 46 45

その他 45 68

営業外収益合計 140 279

営業外費用

支払利息 90 133

持分法による投資損失 325 198

為替差損 125 8

その他 46 57

営業外費用合計 587 398

経常利益 2,141 7,760

特別利益

投資有価証券売却益 46 24

その他 0 6

特別利益合計 46 31

特別損失

固定資産除却損 26 17

特別損失合計 26 17

税金等調整前中間純利益 2,161 7,773

法人税、住民税及び事業税 2,008 3,140

法人税等調整額 △380 135

法人税等合計 1,628 3,275

中間純利益 533 4,497

非支配株主に帰属する中間純利益 2 3

親会社株主に帰属する中間純利益 531 4,493
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 533 4,497

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △83 185

為替換算調整勘定 446 △391

退職給付に係る調整額 △10 △32

持分法適用会社に対する持分相当額 543 △303

その他の包括利益合計 894 △543

中間包括利益 1,428 3,954

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,426 3,950

非支配株主に係る中間包括利益 2 3
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３．連結受注高・連結売上高の状況

項目

前第２四半期累計
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当第２四半期累計
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 116,726 60.6 97,548 51.6 △19,177 △16.4

土木事業 37,107 19.2 47,376 25.0 10,269 27.7

建設事業計 153,833 79.8 144,925 76.6 △8,908 △5.8

不動産事業 38,880 20.2 44,221 23.4 5,341 13.7

計 192,714 100.0 189,147 100.0 △3,567 △1.9

売
上
高

建築事業 77,105 47.6 80,691 47.2 3,586 4.7

土木事業 48,533 29.9 48,922 28.6 388 0.8

建設事業計 125,639 77.5 129,613 75.8 3,974 3.2

不動産事業 36,493 22.5 41,298 24.2 4,804 13.2

計 162,133 100.0 170,912 100.0 8,779 5.4


